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論 文 内 容 の 要 旨

コンパクト型の既約エルミート対称空間は,次の6つのタイプに分類される｡

AⅢ W(m,n)-U(m十m)/(U(m)×U(n))

BDI Qn-SO(n+2)/(SO(2)×SO(n))

CI Sp(n)/U(n)

DⅢ SO(2m)/U(n)

EⅢ E6/(Spin(10)･Tl)

EⅦ E･7/(E6･Tl)

(m,n≧1)

(n≧3)

(n≧3)

(n≧4)

(spin(10)nTl≡Z4)

(E6nTl≡Z3)

これらはいずれも,コンパクト単純リー群の,適当な1次元 トーラスの中心化群による商空間であり,

その整係数コホモロジー環はtorsionがなく偶数次数の元で生成されている｡

申請者石戸谷公直は,本論文において,既約エルミー ト対称空間のmod2コホモロジー環の Steenrod

代数上の構造を決定した｡

このため,申請者はまず,ただ一つ未決定であった Q2mの整係数コホモロジー環を次のように決定 し

た (定理 1.2)｡

H*(Q2m;Z)-Z[t,S]/(tm+し 2st,S2-∂mstm),

S∈H2m,t∈HZ,∂m-1+(-1)m

位相空間のmod2コホヒロジー環の Steenrod代数上の構造を決定するには,生成元に対する平方作用

素 Sqlの作用を定めればよい｡

古典型エ),Vミート対称空間のうち,AⅢ,CI タイプについては,生成元が Chern類で与えられてい

ること,DⅢタイプについては,生成元がChem類の懸垂像で与えられていることから,Wuの公式によ

って平方作用素の作用が定められる｡

定理 1.2の生成元 Sに対する平方作用素の作用は,次の式 (定理 1.4)で与えられる｡

sq2is-(mT1)sti(i≧0)
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生成元tについては,Sqlt-o(i≠0,2),SqOtニー,sqZtニー2であるので,Q2mにおける平方作用素が定

まり,Q2m_1からQ2mへの自然な射人を通して,Q2m-1における平方作用素が定まる｡

例外型エルミート対称空間 EⅢ,EⅦ については,申請者は次のように平方作用素を決定した｡

EⅢ,EⅦ を単連結例外群 Gの商空間G/Kで表 し,TをKに含まれるGの極大 トーラスとする｡ こ

のとき,mod2コホモロジー群の対応 H*(G/K)-H*(G/T)は単射である土とか ら,問題はH*

(G/T)における平方作用素の作用の決定に帰着される｡

次に,Gの分類空間BGの4-連結ファイバー空間B6 と,誘導されるファイバーリング

G/T⊥ Bテ一･一 Be
*

について,H*(Bテ)の構造を定め,i ‥H*(Bテ)-H*(G/T)が仝射であることを用いて,H*(G/T)

における平方作用素の作用が決定される｡ その結果は次のようになる (定理 2.4)｡

H*(EⅢ)において (t∈H2,W′∈H8),

sq2W′-W′t,sq4W′ニー6,sq8W′-W ′2,

H*(EⅦ)において (u∈H2,Ⅴ∈HIO,W ∈H18),

sq2v-0,sq4v-vu2+u7,sq8v-W+vu4+u9,

sq2W -ulO,sq4W-vu6十ull,sq8W-vu4十u13,sq16W -vu12

な串,EⅢ,EⅦのWu類及びStiedeトWhiteney類も決定されている (定理 3.1,系 3.2)0

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

各点を中心とする点対称をもつような,連結なリーマン多様体を対称空間といい, 2つの対称空間の直

積に分解されない対称空間は既約であるという｡ 既約対称空間は E.Cartanによって分類されている｡

コンパクト既約エルミート対称空間については,その整係数コホモロジー環の構造が比較的簡単なため

よく研究されており,ほとんどの場合にはその環構造が決定されている｡

申請者石戸谷公直は,コンパク ト既約エル ミー ト対称空間M の mod2コホモロジー環 H*(M)の

Steenrod代数上の構造を決定 した｡

申請者は主論文において,まず,未決定であったQ2mの整係数コホモロジー環の構造を決定し,次に,

古典型のコンパクト既約エルミート対称空間のコホモロジー環のSteenrod代数上の構造を,Wuの公式

を主要手段として決定 した｡

例外型のEⅢ,EⅦについては,対称空間を例外群 Gの商空間G/Kで表 し,TをKの極大 トーラスと

するとき,H*(G/K)-H*(G/T)が単射であることから,問題を H*(G/T)の構造に帰着させる｡ さ

らに,BGの4-連結ファイバーリングBe に付随するファイバーリングG/T-Bテ-Beにおいて,

H*(Bテ)-H*(G/T)が仝射であることから,問題を H*(Bテ)の構造に帰着させて解決した｡

なお,応用として,EⅢ,EⅦにおけるWu類及びStiefeトWhitney類 も決定した0

以上のような主論文における結果は,この方面の研究発展に寄与するところ大であると認められる｡

参考論文 9篇は,対称空間,リー群,分類空間等のコホモロジーに関する研究であり,本論文の前駆を

なすとともに,申請者の研究能力を十分に示すものといえる｡
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よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡

なお,主論文及び参考論文に報告されている研究業績を中心として,これに関連した研究分野について

試問した結果合格と認めた｡
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